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710 大麻 と伝統材料
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　　　　　　　　　　1 緒　　　言

　 「自然に 学ぶ材料」の
一
環 としての 研究 を行 なっ て い る が、

「自然に学ぶ 1 手法と して直接的に 自然に存在する材料や材

料 プ ロ セ ス を従来 の 近代 科学的方法で 解析 して 学ぶ 方法 と、

長い年月 を掛 けて人 間が 選 択 して きた材料 を近代 科学の 視点

で 観測す る方法が ある。後者は 言語が発達 して い なか っ た数

万年間の 伝承の 過程で 有意な もの しか残 らない とい う選別 を

受けて い る もの で あ り、そ こ に何 らか の 「学ぶ」 要素が含 ま

れてい るもの と考え られ る。 本研究が f伝統1 とい うキ
ー

ワ

ードに注 目してい るの は この こ とに よるり
。

　　　　　2 従来 の 手 法によ る大麻の 林料情報

　大麻 は ク ワ科の 1年草で、雌 雄異株の 双 子葉植物で、直立 に

育成 し、2〜3m に 達す る。原産地 は中央ア ジア と考え られ て

おり、寒暖
・
高度にか かわ らずやせた土地で も育つ の で 、イ ン

ドの 熱帯、ロ シ アの 寒帯、ヒ マ ラヤの 高地 な どに も 自生 して い

る 。 麻類 を植 物繊維 と して 分類する と、靭皮繊維 （bast　fiber）

と葉脈繊維 （Leaf丘ber）に大別 され る。 大麻の 繊維をFig．1

に示 したが、茎の 表皮の 内側 の 靭皮か ら繊維を採る軟質靭皮

繊維 で ある
2）。

驤
　　　　　　　　臣 鞘醺 鬻

Fig．1　100％ Hemp 　canvas 　25｛iX　Magni 丘cation．

　大麻はFig．2に 示す よ うに大 気 へ の 水 分の放出速度が綿に

比較 して 高く、蒸発潜熱を奪うこ とか ら 「夏の 衣 服亅 と して

重宝 に用 い られて きだ ，。
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Fig．2　 VapOriZing　rate 　of 　hemp　and 　cDtton

3，1　日本 にお ける伝統素材の位置づ け と可能性　現在、日本

か ら生 まれ て い る 新素材の 中には、「和紙職人」 や 「漆 職人 」

等の 職人 たちの 知見に ヒ ン トを得て 開発 され た もの が い くつ

か ある。それ らは比較的名前が知 られて い る和紙、漆な どの

他 に も壁紙 や接着剤とい っ た類に も及ぶ。こ の よ うな素材は

明治以来、特 に科学研究に お い て 軽視 され が ちで あっ た が、

今後は生活の 中で は重視 され、古 くか ら経験的に 培われ て き

た
“
人 と素材の 最適 な関係 性

”
に 関する知見、すな わ ち

“
民

俗的情報
”

が、実 際の 素材開発 に 新 しい 視点を与える可能性

は高い
。

　ま た、今後素材研究は 、単な る素材 その もの の物理的物性

を研 究す るだけで な く、よ り広く
“

人 と素材の 最適な 関係性
”

をテ
ー

マ とした研 究が な され るべ きで あ る と思われ るが、
「
そ

の 際に、先人た ちが経験的に蓄積 して きた
“
人 と素材 の 最適

な関係 性
”

に関す る知見＝民俗的情報は研 究に重要 な示唆を

与 える と思 われ る。

　科学が進歩する程、自然素材 が如何に 人間に とっ て 合理 的

で あるか、とい うこ とを検討 し、古来か ら日本で馴染みの 深

い 「自然 素材」 に焦点をあて、そ の 元素分析、構 造 分析 か ら

新た な今後の 可能性を鑑 み る。さ らに 「迷信」 や 「俗信」 と

して 捉え られ て きた行為 や思 考の 中に 登場す る 「素材 」 に焦

点 を あて、その 意味と先人た ちの 価値観 を検証する こ とに よ

り、そ の 素材が もた らす f心理的影響」 が 明らか にな る と考

え られ る。

　 こ の よ うな手段 に よ り 「人間と素材」 との 関わ りに新 しい

視点か ら解析が可能で あろう。これ は近代科学の 手法か ら見

る と、や や合理性や効能よ りも 「心地 よ さ」 を求め る とい う

方 向性 とも考えられるが、高度に発達 した材料科学、材料工

学の 今後に別の 考 え方で 重要な示 唆を与え るもの と考 え られ

る 。

3．2　日本 の 伝統 材料 と して の 大麻 の 捉 え直 し　日本人 は 「稲

作民踟 で あ る とい われ、そ の こ とに つ い て は多 くの 人 が 疑

問を持たずに受け入れ てい る 。た とえば近代科学が生み 出 し、

過剰に 生産 された物につ い て は それ らの 忌避する傾 向 があ る

の に 対 して、同 じ大 量、か つ 過剰気味に 生 産 され て い る 「稲1

にはなん の ネガテ ィブなイ メ
ージ もなく、我 々 現代人の 生活

の 中に も 「稲」 の 文化の 在 り様は未だに僅か なが ら息づい て

い る。

　 そ の 「稲」 と同様に 日本人に 馴染みの 深 か っ た の が 1大麻」

とい う植物で あ る。 しか しなが ら、この 「大麻亅 は ヨ ー
ロ ッ

パ な どで 麻薬の
一
種とし て 使用 され、そ れが その 文化 の 存在

しない 日本に 持 ち込 まれ た とい う点か ら、ネガテ ィ ブなイ メ

ージが付 きま とい 、現代で は 「大 麻」 とい う単語 を発 した だ

3 伝統素材 と して の 大 麻の 材料情報
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けで 多くの 人々 は 白い 目を向けるに至 っ て い る。

　しか し、日本各地 に は歴史的 に 「大麻」 とい う植物 がそ の

風土 に よ くな じんで お り、この こ とは大麻 が 日本 人の 生活 に

深 く関わ っ てお り、 高度に発 達 した社 会 で もなん らか の 重 要

な役割を果たす と考えられ る　 日本各地 には大麻の 群生が み

られ、Fig．3に 示 す よ うに 群生地は特殊な場 所で は ない
4〕。

／．’．．t 一
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Fig．3 大 麻の 群生 （場所）

　ま た、その 用途にお い て も多彩で、た とえば個々 の 家々 に

も壁材や屋根材を始め、蚊帳まで もが大麻で施 される。さ ら

に人々 が生活の 拠 り所 と して い た神社は伝統材料を考え る上

で 重要な対象 で あ るが、そ の 幣か ら、お 札まで殆 ど大麻で作

られ て い る、
こ の よ うに生活 に な くて は ならない 大麻 とい う

植物が どの よ うに 姿を消 して い っ たの か につ い て 調べ る こ と

は伝統材 料 とそ の 消長 につ い ての 情報 を与 え る と考え られ る。

　 「大麻」は第 二 次世 界大戦後、1954 年に GHQ に よ る大麻

禁 止法な る法が制定 され、さらに 60 年代 以降に盛 ん にな っ

た ヒ ッ ピーブーム と相ま っ て、「マ リフ ァ ナ」、す なわ ち麻薬

（ドラ ッ グ） と して の イ メージが付 きま とい、そ の こ とと無

関係に利用 して い た 目本人 の 生活 の 表舞台 か ら次第に 姿を消

して い っ た。一方で は、こ こ数年、欧米諸国では様々 な現代

病の 特効薬として見 なお されてい る に も関わらず、日本国内

で は 現庄の とこ ろ麻薬の
一
種 として の 印象が強 く、伝 統材料

と しての 位置づ けが され て い な い 。

　 こ の こ とは きわめ て 奇妙で もあり、ま た 日本文化 の 特徴を

よく示 してい る とも言 える。 最も大麻 と親 しか っ た 「日本人 」

の 「大麻使い 」 の 技術が損なわれ 「文化」 の 方 向性 が 見失 わ

れ て い っ て い る。

33　大麻の 可能性　日本の伝統か ら材料 を見直すと、材料工

学的な見 方 （予稿原稿の 1） と比 較 して 異なる性質が 注目さ

れ る。す なわ ち、よ りよい 「技術j を神社に奉納する とい う

職人的意識に 「大麻」 の 技術も同様に進化を遂げて きた。神

社周囲に特に 「大麻」の 技術が培われて い るの は ひ とつ に 「雷

よ け」 が あっ た と考 え られ る。特に、幣が稲妻の 形 を してい

るの は その 雷の エ ネ ル ギーを模 写 した もの で あ り、神 社や

人 々 を同等の 力で もっ て 護る とい う意識の 表れで ある 。 これ

は元々 神社は村や町の 避難所 としての 性質を持 ち合わせ て い

た こ とと関係 して い る。

　現代科学 をもとに 大麻に雷 よ けある い は電磁波シ
ー

ル ド効

果が 見られ る とい う結論は到底容認で きな い
。 近代 科学の 知

見や思考方法を用い た こ の よ うな結論は伝統材料を使用 す る

時の 考 え方 と相容れ ない こ とは予想され る。雷が電磁波の
一

種 で あ る こ とは意識 され て い なか っ た し、ま た 電磁波 シ ール

ド材 料 としての 性能 が測 定 され たわ けで もな い
。 伝統材料は

あ くま で 長 い 間の 実績や 人の感 陞iに 基 づ い て 選 択 が行 なわれ、

少 なく とも長期間それ が 明白に は 否定され なか っ た と言 う事

実 を示す に過 ぎな い 。現 在にお い て も大麻や大麻以外の 麻の

布 が 電磁 波シ
ー

ル ド材料 と して 活 用 され て い る とい う事実 を

検証 して み る必 要が ある。

　大 麻で 作 られ た衣装は正式な儀式にお い て 神主が身に つ け

た り、かつ て は
一
般人の 喪服が全 て 大 麻で 織 られ た布 で あつ

らわ れ、高貴な人々 に は特に麻績連 （大麻を栽培 し、糸 を紡

ぐ人々 ）、服部連 （布 を織 り、服 を作 る人 々 ）が側 近 として 遣

えて い た。こ う した事実は 「大麻」 には雷だけで なく、様々

な邪 気 を寄ぜ付 けない 「効能」 が あ る と考え られて い た と推

察で きる。

　講演で は、神社の 幣の 編まれ方、形、建材、和 紙、食用 ・

灯明用油など先人たちの 生活、慣習、言伝え など、か ら大 麻

に 対す る H 本人の 伝統的価値観を推察 す る 。

　 　 　　 　 　　 　　 　 4　 お わ り に

　こ の 研 究 の独 自性 は、材料研 究 の 領域 に 「伝統素材 」 とい

う視点を導入 する点 に あ る。

　例えば、「檜」 とい う自然素材に っ い て考えて みる と、宮大

工 に とっ て の 「櫓 と、材料学者に とっ て の 「檜」 の 捉 え方

や知見 は 大き く異なっ て い る と思われ る。材料 学者 はそ の 素

材 の 成分や構造、強度などにつ い て多くの 知見をもっ が、宮

大工 は 自身の経験や代々 の い い っ た え （伝統）な どか ら、そ

の 素材の 身体的効用や建材 と して の 最適の 用法、他の 素材 と

の 最適の 組 み合わせ等 につ いて の 知見、すなわち、
“
人 と素材

の 最適 な関係性
”

に関 す る知 見を もっ て い る。こ の とき、宮

大 工 は 「櫓 を単な る 「自然素材」 として では なく、
“
その 背

景 に 日本 の 自然 ・伝 統 ・風 土 にかんす る知識を伴っ た もの
”

と して捉 えて い るはず で あ り、こ れ を こ こ で は 「伝統素 材」

と名付 け る。

　 こ の よ うに、「伝統素 材j は、「自然素材 亅 を、単にその 物

理 的物性と して で はな く、古 くか ら経験的 に培われ てきた
“

人

と素材の 最適な関係性
”

に関す る知見＝民俗的情報を伴 っ た

材料研 究の 視点を与 える。
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